
平成２７年度航路標識整備事業について

第五管区海上保安本部では、平成２７年度航路標識整備事業において、新た
に灯浮標（明石海峡、友ケ島水道）への気象情報提供システムを整備するほか、
管内の灯台や灯浮標など「航路標識」の防災対策及び機能維持に必要な整備を
重点的に実施します。

気象情報提供を開始する洲本沖灯浮標

◎航路標識整備事業予算額 ２０１百万円

１.灯浮標からの気象情報提供 ３百万円

２.航路標識の防災対策 １３百万円

３.航路標識の機能維持等 １８５百万円

※金額はいずれも概算額

風向風速計 ＧＰＳ波高計



船舶の航行海域における的確な気象情報を効果的かつ効率的に提供するた
め、大阪湾の玄関である明石海峡及び友ケ島水道に設置している灯浮標に気
象情報（風向風速・波高）提供システムを整備します。

明石海峡航路中央第二号灯浮標（兵庫県）※風向風速のみ
洲本沖灯浮標（兵庫県）

大阪湾

１ 灯浮標をプラットホームとした気象情報提供システム

・風向、風速情報
・航路標識AIS情報

・風向、風速、波高情報
・航路標識AIS情報

観測情報等（船舶等へ）
①情報
・気象の現況情報
②情報提供方法
・ウェブサイト等
・ＡＩＳメッセージ

海上交通ｾﾝﾀｰ

左舷からの風が強い
ので灯浮標に寄り過ぎ
るとぶつけるぞ。

航路沖合は波が高い
出漁を諦めよう･･

AIS陸上局

この先、波が高いとの情
報です。乗客の方はｼｰﾄﾍﾞ
ﾙﾄの着用をお願いします。

海上における気象現
況を観測・提供

新しいスタイル

波が高い、
引き返そう。

波が高いためパイロッ
ト業務を中止します。

ＡＩＳ航路標識
・観測情報（定時）
・航路標識の状況（随時）

気象情報提供システムのイメージ図



台風による波浪により倒壊が危惧される
小規模ＦＲＰ製の防波堤灯台について補強
対策を実施します。

樫野港防波堤灯台（和歌山県東牟婁郡）
須賀港防波堤灯台（和歌山県東牟婁郡）

２（１） 航路標識の防災対策【小規模ＦＲＰ灯塔の補強】

イメージ

コンクリート打設

ＦＲＰ積層

改修内容

他管区での実例

和歌山県

樫野港

須賀港



商用電源を使用している灯台について、災害に強い自立型電源（太陽
電池）を整備します。

２（２） 航路標識の防災対策【自立型電源化】

電源を

商用電源 から

太陽電池 へ

配電線撤去

太陽電池設置

施工イメージ

小松島灯台（徳島県小松島市）

小松島灯台

和歌山県

徳島県



区分
管区予算額
（千円）

内 訳

浮標整備 １０２，０００ 堺航路第一号灯浮標ほか４４箇所

施工イメージ

引揚げ準備 引揚げ 整備された灯浮標を設置 完了

当管区に設置している１７２箇所の灯浮標のうち、４５箇所の定期交換等を実
施します。

３（１） 航路標識の機能維持等【浮標整備】



白熱電球の解消イメージ

当管区に設置している航路標識等（灯浮標を除く）の機器改修等を実施します。

３（２） 航路標識の機能維持等【機器改修等】

白熱電球 高効率化
長寿命化

ＬＥＤ
(発光ダイオード)

区分
管区予算額
（千円）

内 訳

白熱電球のＬＥＤ化 １４，７００ 明石港西外港沖防波堤東灯台ほか１７箇所

浮標基地の整備 ４，５００ 大阪浮標基地 クレーン整備ほか

機器改修等 ６３，８００ 高知灯台機器換装ほか

合計 ８３，０００
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